
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

令和７年２月２８日 第１２号 

発行責任者 園長 志田 道広 

かほく あい こども園だより  ３月号 

鬼退治の後は、福の神も登場！ 

２月のにこにこわくわく ～おにはーそと！ふくはーうち！！～ 
 

鬼退治をした子どもたち、心も体も大きくなって、春を迎えます！ 

感じ、考える大人でありたい 

     それが そのまま子どもの財産になるように思う 

 

 

 

 

 先日、年長組のお友達が朝日少年自然の家にチューブすべりに行った時の帰りのバス

で、いっぱい汗をかくほどに遊んで冷たいものが欲しくなったのでしょう、ガリガリ君ア

イスの話をしていました。子ども達の好きなアイスの一つなのでしょうね。その話を聞き

ながら、上記のみなみゆうきさんの入賞作品のことを思い出していました。 

 これは、福井県にある「一筆啓上 日本一短い手紙の館」が、手紙文化の復権を目指

し、全国初の手紙のコンクールとして、平成 5 年から毎年行っている「一筆啓上賞 日本

一短い手紙コンクール」で賞に輝いた作品です。 

 この短い手紙のことを思う度に、考えさせられることがあります。 

 ゆうきさんもガリガリ君が大好きでいっぱい食べているのでしょうね。当たった時の喜

ぶ様子も見えてきそうです。そのあたり棒を宝箱にでもしまっておいたのかも知れませ

ん。あたり棒を得る度に、たまったあたり棒の数を繰り返し数える毎日だったかもしれま

せん。その宝物の 7 本のあたり棒と引き換えに、これまた大好きなお祖父ちゃんの病気

の回復を神様にお願いするのです。なんと純真な、ゆうきさんのお祖父ちゃんを思う思い

が伝わってきます。心優しい子なのだろうなと感じます。 

ただ、4歳のゆうきさんですから、文字化することはないかと思います。自分の思いを

誰かに伝えたのでしょう。この応募はゆうきさんのパパやママではないかと想像します。

思いを受けたパパかママが、子どもの子どもらしい、優しい思いに感動し、応募につなが

ったのではないのかと私は思ったのです。 

子どもの行動や言動をどうとらえ、どう返すか。忙しい毎日に、うまく対応するのは難

しいところですが、ゆうきさんの心は周りの大人の対応によって育まれたのではないかと

思うのです。 

「かみさま」へ  

ガリガリくんのあたりが 7ほんあります 

これでじいのびょうき、なおしてください。 
山形県 みなみ ゆうき ４歳 

 



おしらせ 

職員人事のお知らせ 

３月１６日より、渡邉有美管理栄養士

が新たな職員として勤務します。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

令和７年度 クラス替えについて 

 新年少・年中・年長組は、クラス替え

を行います。３月２７日（木）頃にコド

モンでお知らせしますので新しいクラス

をご確認ください。 

 

令和７年度 入園式について 

令和７年度の入園式は４月３日（木）

に行います。在園児は通常保育です。在

園児のお子さんと保護者の方の参加はあ

りません。 

 

おねがい 

 住所や家族構成、勤務先などに変更が

あった場合は、変更届が必要になります

ので、速やかに園にご連絡くださるよう

お願いいたします 

 

 

 

 

 

卒園式は、３月２１日（金）です。 

心も体も大きく成長した年長組３９

名の子どもたちが、いよいよ卒園を迎

えます。 

・卒園児と卒園児保護者のみの参加と

なります。 

・０歳児～年中児は通常保育で手作り

弁当の日となります。式への参加は

ありませんが、登園は９時までにお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日（月） ひな祭り誕生会 

６日（木） クッキング（年長児） 

７日（金） 避難訓練 

１０日（月） 身体測定（年中・年長児） 

１１日（火） 身体測定（年少児） 

１２日（水） 卒園式総練習（年長児） 

身体測定 

（０・１・２歳児） 

１３日（木） おわかれ会 

１７日（月） クッキング（年中児） 

２１日（金） ❀卒園式❀ 

手作り弁当の日 

２８日（金） 布団・着替え袋持ち帰り日 

       保育室移動（次の年次の保

育室に荷物を移動します） 

※年長児の布団持ち帰り日は、最終登園日

になります。 

 

卒園式について 

３月の予定 

もうすぐ 

ひなまつり 
 遊戯室にひな人形が
飾られました。 
『うれしいひなまつ

り』を口ずさむ子ども
たちの歌声に、春が近
づいていることを感じ
ます。 


